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Amyの 暴 く も の

Steinbeckの``JohnnyBear"を

文 化 的 コ ン テ ク ス トに 置 く

藤 崎 睦 男

これまでSteinbeckの 短篇"JohnnyBear"は,他 の作品 との関連で時折言

及される他 は,心 理学的方面への作家の興味や,登 場人物のモデルに関する

背景などが断片的考察の対象になるのみで,作 品全体 を纏まった形で取扱 っ

た ものはほ とんど見当たらない。短篇であることに加 え,作 品自体が余 りに

も単純明解なス トーリーであり,中 心人物の中に読み込めそうな寓意性 も,

JohnnyBearの 露骨過 ぎる役回 りのせいで,見 え透いて来 るの も,作 品全体

を解釈することが揮 られた一因かも知れない。 しかし,こ の作品 も視点 をず

らせば新たな解釈が可能 になる。それは,今 まで普遍的 と思われて来た文化

的状況の中の現実を際立たせることによって,異 常 さを発見 して行 こうとす

る本論の意図するところで もある。
"JohnnyBear"は グロテスクな物語である

。特 に,こ の短篇の題名 ともな

り,通称JohnnyBearと 呼ばれる男の醜悪 さはその最たるものか と思われる

が,実 はこの物語の中で最後に明らかになる醜悪さに比べれば,物 の数では

ない。 このことは作者 さえも知 らない。何故な ら物語で明 らかになる真の醜

悪 さは,作 者が身を置 く文化的状況の中では,見 えて来ないからである。

作者は語 り手の 「私」によって,人 間 という範疇からはおよそかけ離れた

「大 きく,愚 鈍で,ニ ヤニヤ笑 う熊」("agreat,stupid,smilingbear")(146)1)

そっくりの人物の外見的醜悪さ ・異常さを再三にわた り読者に印象づける。

やがて,う わべは正常 に見える人々の,こ の熊に似た大男を通 して他人のプ

ライバシーを覗 き見 るというもう一つの醜悪さが,明 らかにされて行 く。 さ

●
1)本 論 中,作 品 か らの引 用 は,す べ て"JohnnyBear,"inTheLongValley(New

York:PenguinBooks,1986)に よる。 引 用文 後 の括 弧 内 の数 字 は頁 を示 す 。
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らにこの覗 き行為 は,村 の中心的存在であった貴族的女性の自殺の暴露 とい

う,思 いもよらない方向へ向い,つ いには村の社会構造 の現実がグロテスク

な姿であぶ り出されるのである。

まず最初 にロマ村の地理的状況が説明 される。ロマ村 の描写 は単なる村の

紹介にとどまらず,こ の社会が内包する二重性をも暗示する。

平地に島のように浮ぶ丘陵地帯に建て られたロマ村 は,丘 の頂上 に教会を配

し,そ の尖塔 は"itsspireisvisibleformiles"(144)と,村 人の信仰の深 さ

を辺 りに誇示するかのようである。読者は,こ の西海岸の一寒村 に,か つて

彼 らの遠い祖先が荒野 を約束の土地にするため,自 らの社会に課 した"acity

uponahill"の イメージを重ね合わせることも可能であろう。 しかし,続 い

て描かれる斜面に並ぶ庶民の小 さな木造家屋 と,そ れとは対照的に南の肥沃

な土地の高い生垣に囲まれた,地 主の家の存在によって,ロ マ村 はその希望

的外観 とは裏腹に,階 級制度が存在 し,先 祖の描いた未来図からは程遠いも

のであることが暗示 される。さらに,男 達が夜毎訪れるバッファロー酒場の,

深 く沈んだ澱のような存在感によって,「 丘の上の町」のイメージ自体がアイ

ロニカルな響 きを帯びて くるのである。

バッファロー酒場は,"Neitherprohibitionnorrepealhadchangedits

business,itsclientele,orthequalityofitswhisky."(144)と,世 の中の変

遷 にも関わりな く生 き延びて来た。丘の頂上に屹立す る教会の尖塔 を,永 遠

の信仰心の証 しとするなら,こ の酒場 もまた時代の流れを越 えて,人 々の内

奥深 く根差 した悪への傾斜 を暗示 しているかに見える。村の15才 以上の男 は

誰 もが,仕 事が終るとかならず酒場 に立ち寄って,一 杯や りながらしばらく

世間話 をした後帰宅する。物語を流れる時間 はすべて夜であり,夜 の闇に囲

まれ深夜まで男達がたむろする酒場 はそれだけで罪を予感 させるに十分であ

る。 さらにロマ村の精神的状況を示すものとして霧が効果的に使われる。夜

になると湿地帯からわ き上 って来て村 を覆いつ くす陰湿な霧は悪徳の臭気 を

放ち,「私」が最初にJohnnyBearに 出会った夜 などは特 に,悪 魔の腕のよ

うに家々にからみつ く。

The village of Loma is built, as its name implies, on a low round hill 

that rises like an island out of the flat mouth of the Salinas Valley in 

central California. (143)
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事 態 が さ らに 悪 化 した 時 に は,丘 の 頂 上 の教 会 に 向 っ て,霧 は蛇 の よ うに 這

い 登 っ て行 く。

この よ う に 沼 地 か ら夜 毎 立 ち上 ぼ って 来 る霧 は村 の精 神 的 堕 落 と同 時 に,そ

の 破 局 の近 い こ とを暗 示 す る の で あ る。 ロ マ 村 の人 々 は,時 々 は思 い 出 して

丘 の 上 に立 つ 教 会 の尖 塔 を仰 ぎ見,日 曜 日に は礼 拝 に 出 掛 け る こ と もあ ろ う。

しか し 日常 生 活 に お い て 仕 事 の疲 れ を癒 し心 理 的 安 定 を与 え る の は,物 語 の

主 た る舞 台 の バ ッフ ァ ロー 酒 場 で あ る。 立 前 と して の 中 心 が 丘 の 頂 上 に あ る

教 会 で あ る の に対 し,酒 場 は実 質 的 な村 の 中 心 とい え よ う。 人 々 は毎 夜 こ こ

に 集 ま っ て は,神 の 言 葉 の か わ りにJohnnyBearの 言 葉 を 聞 き,腐 敗 の臭 い

を放 つ 霧 の 中 を家 に帰 るの で あ る。

「私 」が 初 め てJohnnyを 見 た の は,メ キ シ コ人 との混 血 娘,MaeRomero

と逢 引 きの後,い つ もの よ う に酒 場 に立 ち 寄 っ た夜 で あ っ た。 そ こで,自 分

とMaeと の逢 引 き中 の 会 話 を寸 分 違 わ ず に,し か も声 色 まで 全 く同 じ に,演

技 し て見 せ る異 様 な風 体 の 男 に驚 くの で あ る。 や が て こ の男 は"akindof

recordingandreproducingdevice"(162)で あ り,5セ ン ト銅 貨 を入 れ る

代 りに ウ ィス キー 一 杯 を飲 ま せ るだ け で 自 分 が 覗 き見 た もの を 正 確 に再 現 す

る再 成 マ シ ンで あ る こ とが わ か る。 友 人 のAlexは 「私 」 に"theBuffalois

themindofLoma.It'sournewspaper,ourtheaterandourclub."(156)

と説 明 す るが,実 は この 酒 場 の 中 で 人 々 の 最 も知 りた い 情 報 を伝 え,同 時 に

演 じ楽 し ませ て くれ る 者 がJohnnyで あ る こ と か ら す れ ば,彼 こ そ"the

mindofLoma"と 言 え るの か も知 れ な い。 人 々 は,一 杯 の ウ ィス キ ー を彼 に

お ご っ て や る だ け で,他 人 の プ ラ イバ シ ー を覗 き見 る こ とが で きる。 そ し て

村 の誰 もが,そ の グ ロ テ ス ク な 姿 を心 の 中 で は軽 蔑 し なが ら も決 別 で き な い

Johnnyこ そ,ロ マ の 人 々 の あ くな き好 奇 心 の具 現 化 した 姿 で あ り,彼 の 肉 体

的 醜 悪 さ は ロマ の村 人 の 精 神 的 醜 悪 さ に 外 な らな い 。

ロ マ の 男 達 は,長 く退 屈 きわ ま りな い 一 日 の仕 事 を終 え,酒 場 で酒 を飲 み

The night was nasty with the evil-smelling fog. It seemed to cling to 

the buildings and to reach out with free arms into the air. (152)

I saw the rags of fog creeping around the hill from the swamp side and 

climbing like slow snakes on the top of Loma. (157)
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自制心を麻痺 させ,JohnnyBearを 利用 し,他 人のプライバ シーを覗 き見る

ことで精神の安定を保 っている。 この彼 らの無気力 さの最大の原因の一つは,

ロマ村の文化的状況が内包する現実の不毛 さにある。 この事実 はなによ りも

まず,「 私」自身が従事する仕事の不毛さによって提示 される。 ロマ村の人々

は,肥 沃な土地を求めて湿地帯の干拓を試みている。その干拓の仕事を請 け

負った会社で働 くのが 「私」であるが,新 しい土地を求めるという意味では,

「私」も作業員達 も,か つて広大な森林 を伐採 し,原 野に鍬を入れなが ら営々

として西へ向って進んで行った開拓者の末喬である。 しかしながら,こ の仕

事にはかつて高らかな賛美の対象であった開拓者精神のかけらすらも見い出

せない。人々の関心はただ一つ,よ り多 くの土地か らより多 くの野菜生産を

めざす という経済効率の一点にある。ここで働 く者は,か つて社会的束縛を

逃れ大 自然の中で冒険 と友愛の人生 を享受 した独立自侍の開拓者 とは異なり,

湊深会社の雇われ労働者に過ぎない。彼 らの仕事 は真夜中か ら始 まり,絶 え

ず事故 に悩 まされ,麻 薬の売買さえも密かに行われている。そこにはみずみ

ず しい原生林 も,大 自然 との交感 もな く,あ るものはただ 「黒い大藺草の沼

地」("ablacktuleswamp")(143)で あ り,そ の沼地から湊喋船の上に層

になって覆いかぶさって来 る蚊 の群 との格闘である。そして沼か ら夜毎立ち

昇って来 る霧は,悪 疫のように人々の心 に侵み込んで行 く。

かつて大森林 の中に響 き渡った斧の音 に替って,夜 通 し運転す る渡喋船 の

ディーゼル ・エンジンの響 きやバケツのぶつか り合 う音は,村 の中にまで侵

入 して聞 く者の心を荒 ませる。

ここでは干拓(=開 拓)地 は人々を文明社会の緊張か ら解放する安全弁 として

働 くのではな く,逆 に漠然 とした不安感 と陰欝な空気 を村の中に充満させ る

のである。

the mosquitoes that hung in banks over the dredger and the heavy 

pestilential mist that sneaked out of the swamp every  night... (143)

I hated to go out into the damp night, and to hear far off in the swamp 

the chuttering of the Diesel engine on the dredger and the clang of the 

bucket, ... (146)



Amyの 暴 くもの77

前 に も述 べ た よ うに,JohnnyBearの グ ロ テ ス ク な姿 は,村 人 の グ ロテ ス

ク な好 奇 心 を表 わ して い る。 そ して 彼 ら は他 人 の プ ライ バ シ ー を の ぞ くこ と

に よ っ て,日 常 的 な欲 求 不 満 の解 消 を計 っ て い る の で あ る。 しか し,村 人 に

と っ て の真 の 好 奇 心 の対 象 は,Johnnyに よ って 次 々 に 演 じ られ て 行 く 「私 」

とMaeの 逢 引 きで も,肉 屋 と客 の や り と りで も,母 子 喧 嘩 で もな い 。彼 らが

最 も興 味 を持 ち,そ の表 面 上 の た め ら い に もか か わ らず,容 赦 な く暴 露 し た

い とい う衝 動 に彼 らを 駆 り立 て るの はHawkins姉 妹 の プ ラ イ バ シー で あ る。

EmalinHawkinsとAmyHawkinsはAlexの 言 葉 に よ れ ば,"ouraristo-

crats,maidenladies,kindpeople"(152)で あ る。 今 は な き姉 妹 の父 親 は下

院 議 員 を務 め た 程 の村 の 有 力 者 で,彼 女 達 は非 難 の余 地 の な い 家 族 の一 員 と

し て"...,they'resymbols.They'rewhatwetellourkidswhenwewant

to...describegoodpeople."(153)と み な され て い る。Hawkins姉 妹 の 持

つ 象 徴 と して の価 値 に つ い て,「 私 」 は次 の よ う に考 え る。

男 達 の ア イ ロ ニ カ ル な フ ロ ンテ ィ ア と して の湿 地 帯 と,そ こか ら生 じ る忌

まわ しい 罪 に も似 た霧 に包 まれ る ロ マ村 。 そ して そ の よ うな村 に住 む 男 達 の

精 神 のバ ラ ン スがHawkins姉 妹 に よ っ て保 た れ て い る とい う構 図 が こ こ に

見 られ る。 姉 妹 の 象 徴 と して の 価 値 に対 す る村 人 の 態 度 は多 義 的 で両 面 価 値

的 な もの で あ る。 何 故 な ら人 々 は二 人 を村 全 体 の 手 本 と して 尊 敬 しな が ら も,

同 時 に そ の 私 生 活 をの ぞ き込 み 秘 密 を暴 き出 す とい う偶 像 破 壊 的 行 為 に喜 び

を見 出 して い る の で あ る。す な わ ちHawkins姉 妹 は,村 人 の 両 面 価 値 的 な対

象 とな る こ とに よっ て,ロ マ の 町 の統 合 の 中 心 と し て存 在 して い る。

姉 妹 は"1adies"と して 村 人 の尊 敬 を受 け て い る が,そ の 名 前 で呼 ばれ る 限

り社 会 的 ・文 化 的 な 創 造 物 で あ り,一 個 の 人 格 と し て は存 在 し得 な い 。 彼 女

達 の村 の 中 で の立 場 は そ の 屋敷 の外 観 が 端 的 に物 語 っ て い る。

A community would feel kind of-----safe, having women like that 

about. A place like Loma with its fogs, with its great swamp like a 

hideous sin, needed, really needed, the Hawkins women. A few years 

there might do things to a man's mind if those women weren't there to 

balance matters. (156)

Little of the house could be seen, for a high thick hedge of cypress
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四 角 に刈 り込 まれ,厚 く強 固 に生 い茂 っ た イ トス ギ の生 垣 に取 り囲 まれ,ほ

ん の屋 根 と窓 の 上 部 だ け しか 外 か ら は見 え な い 屋 敷 は,完 全 な孤 立 化 に よ り,

貴 族 的 存 在 と して 村 人 に は近 寄 り難 い 。 しか し"Thehedgekeepsthewind

out"と い うAlexの 何 げ な い 言 葉 に対 し 「私 」 が"Itdoesn'tkeepJohnny

Bearout."(155)と 答 え る よ うに,そ の孤 立 化 ゆ え村 人 達 の好 奇 心 は募 っ て

行 き,や が てJohnnyの 餌 食 とな る運 命 に あ る。姉 妹 は,奉 ら れ そ して 暴 か れ

る と い う両 面 価 値 的 対 象 と し て,村 人 の オ ブ セ ッシ ョ ン と な る。 そ れ は

"ladies"に 課 せ られ た 社 会 的 役 割 な の で あ る
。

ロ マ村 の 社 会 は女 性 不 在 の 男 中 心 の世 界 だ と言 っ て も過 言 で は な い。 理 由

の 一 つ は,物 語 が 男 だ けが 集 ま る酒 場 を中 心 に して 展 開 す る か らで もあ るが,

む し ろ作 者 が 女 性 を描 く時 の 態 度 に最 大 の 理 由 が あ る よ うに 思 わ れ る。 「私 」

が 部 屋 を借 りて い るMrs.Ratzは,家 主 と し て 名 前 が 言 及 さ れ る の み で あ

り,彼 女 の 夫 が 酒 場 で あ る程 度 の性 格 を持 っ た者 と し て描 写 され る の と は対

照 的 で あ る。 また 友 人Alexの 妹 も 「私 」が 夕 食 に 招 待 さ れ た 時 の料 理 人 と し

て言 及 され る の み で,読 者 に は名 前 さ え知 ら され な い。 た だ 例 外 的 な 者 は,

Hawkins姉 妹 とMaeRomeroだ けで あ る が,こ の三 人 とて 若 干 の 具 体 性 を

持 っ て は い る もの の,決 して 生 身 の 人 間 と して は登 場 して は来 な い 。 む し ろ

Hawkins姉 妹 とMaeRomeroは,男 性 中 心 の社 会 の 中 で形 成 さ れ,clich6化

した 女 性 像 の典 型 と も言 え る人 物 な の で あ る。

Emersonは"Woman"と 題 す るエ ッセ イ の 中 で"Womenare...thecivi-

lizersofmankind.Whatiscivilization?Ianswer,thepowerofgood

women."2)と 女 性 の 社 会 的 役 割 に つ い て 述 べ て い る。Emersonが こ こ で

"goodwomen"と 称 す る女 性 は 夫 や 子 供 達 の 為 に家 庭 を 守 る 白人 女 性 で あ

り,彼 女 達 は社 会 的規 範 や 道 徳 を守 り文 明 を維 持 す る者 と して 位 置 付 け られ

る。他 方,社 会 に よ る この よ う な位 置 付 けか ら外 れ る女 性 をDawnLanderは

"Whitewomenwhorefusetorestricttheirbehaviortowhatsociety

surrounded  it.... Only the roof and the tops of the windows showed 

over the hedge.... The hedge was clipped square. It looked incredibly 

thick and strong. (154)

2) Ralf Waldo Emerson, "Woman," in The Complete Works of Ralph Waldo 
   Emerson (New York: AMS Press, 1979), Vol. XI, p. 409.
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intendsforthem"と 呼 び,こ の よ うな 女 性 に とっ て,"separationfromthe

male,andsolitarywanderinginthewildernessareconsideredequivalent

tothefall."と 述 べ る。 こ う して,Landerに よ る と"thetraditionalsingle

femaleintheliteratureoftheAmericanwildernessisapromiscuous

savage,blackorIndian,orawhiteprostitute."3)と い う固 定 化 した イ メ ー ジ

が 生 れ た の で あ る。社 会 的 規 範 か ら外 れ た 白人 女 性 は,Hesterの よ う に物 理 ・'

的 にで は な くと も,少 くと も心 理 的 に,"thewilderness"へ と追 放 され る 。
"goodwome

n"は 文 明 を守 り,侵 犯 す る女 性 は荒 野 へ 追 放 さ れ,Dimmesdale

に対 す るHesterの よ うに 男 の誘 惑 者 へ と堕 落 す る 。 こ う し て女 性 は道 徳 的

女 性 と不 道 徳 的 女 性 と して 二 項 対 立 的 に固 定 化 され た イ メ ー ジ の 中 に押 し込

め られ る。 前 者 は貞 叔 な 白 人 女 性 で あ り,後 者 は追 放 さ れ た 白人 女 性 の他 に

す べ て の 非 白 人 女 性 が 含 まれ,Nickの イ ン デ ィ ア ン娘 の よ う に 荒 野 で 白人

男 性 をな ぐさ め る役 を担 わ され る。4)「私 」 が 逢 引 き の相 手 と して選 ん だ混 血

娘Maeが,不 道 徳 な 女性 と して 描 か れ て い る の も,彼 女 が 後 者 の系 列 に入 る

か ら に外 な らな い 。Maeと の 仲 がJohnnyに よ っ て 暴 露 さ れ た 後,Alexは

"Ifyou'reworryingaboutMae'sreputation
,don't.JohnnyBearhas

followedMaebefore."(148)と 「私 」 に告 げ,Maeが 決 して 「私 」 一 人 を

相 手 に して い る の で は な い,"promiscuous"な 女 で あ る こ と を同 時 に読 者 に

知 らせ る。 この こ と は作 者 自 身 の 持 つ文 化 的 背 景 と無 縁 で はな い。 結 婚 以 外

で 男 性 の相 手 を す る女 性 は決 して"goodwomen"で あ っ て はな ら な い。同 時

に男 性 は,相 手 が"goodwomen"以 外 の 女 性 で あ れ ば,自 分 の 快 楽 を智 め ら

れ る こ と は な い の で あ る。

言 う まで もな くHawkins姉 妹 は 文 明 擁 護 者 と し て の,Emersonの 言 う

"goodwomen"で あ る
。 しか し,姉 妹 は単 に家 庭 を守 る貞 叔 な 女 とい う役 割

を越 え,ロ マ 村 とい う共 同 体 全 体 の"goodwomen"と い う存 在 に まで な って

い て,男 性 社 会 が 女 性 に与 えたclich6と して の イ メ ー ジ を,よ り鮮 明 に表 わ

す状 況 を提 供 す る。Hawkins姉 妹 は,"ladies"と い う文 化 的 に 作 り上 げ られ

た 枠 の 中 に押 し込 め られ"Thecommunityconscience"(161)と し て崇 拝 さ

3) Dawn Lander, "Eve among the Indians," in The Authority of Experience : Essays 
   in Feminist Criticism, ed. Arlyn Diamond and Lee R. Edwards (Amherst: Univ. 
   of Massachusetts P.,  1977)  , p. 199. 

4) See Lander, p. 201.
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れる。 これは社会から不断に加 えられる暴力に外ならない。崇拝が暴力であ

るという事実は,前 にも述べたように,姉 妹が村人 の飽 くなき詮索の対象で

あり,暴 露され破滅する運命 にあることか らも明らかである。

Hawkins姉 妹の人生は行住坐臥に不断の注意 を払い,社会から課せられた

叔女 という役割から一歩 も踏み出すことができない。そ して妹のAmyが 自

らの社会的役割に堪えられな くなって,走 った行動の結果が妊娠であ り自殺

であった。PeterLiscaは 作者が この作品で意図した ものを次のように要約

している。

Liscaが 述べるように,村 人の偶像破壊へ向 う露骨な好奇心 と,村 の統合の中

心 としての象徴性を保持したいとい う願望 との問の葛藤が中心 となって物語

は展開して来た。しかし,最 後の,Amyの 自殺 という事実が暴露され る直前

に 「私」が語るように,村 人の飽 く無 き好奇心が結局は勝利 をおさめるので

ある。

村人 の"wholementalsystem"}こ よって,暴 力的 に象徴性を担わ された

Hawkins姉 妹 は,最 後にそれを剥 ぎ取 られる。それ は村人自らの招いた結果

とはいえ,彼 らにとっても大 きな痛手であった。JohnnyがAmyの 死が 自殺

によるものであることを暴露 した後 の酒場の人々の様子が,そ の ことを物

語 っている。

[The central interest is] the conflict between its [the social group's] 
innate curiosity and its desire to perpetuate the symbols of its decorum 

despite the further revelation by Johnny  Bear.5'

Now those men really wanted to know. They were ashamed of 

wanting to know, but their whole mental system required the knowl-

edge. Fat Carl poured out a drink. . . . Johnny Bear gulped the 

whiskey. (163)

5) Peter Lisca, The Wide World of John Steinbeck (New Brunswick: Rutgers Univ. 
   P., 1958) , p. 96.
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し か し物 語 は こ こで は 終 らな い 。 偶 像 と し て のHawkins家 の 権 威 の 失 墜

に よ っ て,確 か に村 は統 合 の 中 心 を 失 い,そ の シ ス テ ム は崩 壊 して し ま っ た 。

しか し,こ の よ うな 結 果 は起 るべ く して 起 っ た もの で あ り,そ の執 拗 な詮 索

に よ っ て姉 妹 の象 徴 性 を は ぎ取 る こ とに 密 か な喜 び を見 出 して い た村 人 達 に

は,半 ば 予 見 され て い た はず で あ る。実 はAmyの 妊 娠 と自殺 よ り以 上 に ロ マ

の社 会 に とっ て 致 命 的 な 事 実 が 残 っ て い た の で あ る。 そ れ はAmyの 情 事 の

相 手 が 白人 以 外 の男,す な わ ち 中 国人 で あ っ た とい う事 実 で あ る。Johnnyが

この事 実 を暴 露 し よ う と い つ も の演 技 を始 め た 時,逸 早 く悟 っ たAlexは 猛

然 とJohnnyに 躍 び か か り,暴 力 を行 使 して ま で演 技 を 止 め させ よ う とす る。

この 時 の 彼 の狼 狽 振 り は事 の重 大 さ を示 し,そ れ が 自分 達 の飽 くな き好 奇 心

さ え も立 ち入 る事 を許 さな い タ ブ ー で あ る こ とを示 して い る。

自 らが 生 活 す る社 会 の 中 で は,逃 げ道 をふ さ が れ て い たAmyに と って,唯

一 残 さ れ た 道 は 白人 社 会 の 外 に見 出 す 外 は な か っ た
。 彼 女 に とっ て は,そ れ

は社 会 の 周 辺 部 に存 在 す る中 国 人 労 働 者 で あ っ た 。NickAdamsが イ ンデ ィ

ア ン娘 のTrudyと,そ し て 「私 」 が 混 血 娘 のMaeと 交 渉 を持 っ た よ う に,

Amyは 中 国 人 の 小 作 人 と交 渉 を持 っ た。ま さにAmyの 行 為 は 白人 男 性 の行

為 の 鏡 像 に す ぎ な い 。だ が 男 は当 然 の こ と と して そ の行 為 を認 め られ,Amy

は 自責 の念 か ら 自殺 へ と走 ら ざ る を得 な い 。 実 は こ こに 問 題 の本 質 が あ る。6)

作 者 が 当 時 の ア メ リカ社 会 の現 実 を,正 確 に描 こ う とす れ ば,こ の 問題 は 自

ら姿 を現 わ して 来 る。 何 故 な ら これ は文 化 と切 り離 せ な い,文 化 自体 が 内 包

す る 現 実 だ か らで あ る。 そ れ は作 者 が 気 が 付 い て い るか 否 か に は関 係 が な い。

む し ろ同 じ文 化 背 景 の 中 で 育 ち,文 化 的 諸 価 値 を 当然 の 事 と して 受 け入 れ て

6)Landerは,"FathersandSons"に み られるHemingwayのracismとsexismを 論

じなが ら,BillyがDorothyとEddieの 性的関係 を暗示 したこ とに対す るNickの

殺人 さえほのめかす過剰 な反応について次のよ うに述べ る。SeeLander,p.207:
"Theracialand

sexualbarriersbetweenDorothyandEddie,thewhitewoman

andtheIndianman,arecreatedandenforcedbyNick ,thewhiteman.

Dorothy'sattitude,whateveritmaybe,isnotevenconsidered ,"そ して,白 人女

性 と非 白人男性 の性的関係に対す る,白人男性の極度 の嫌悪感 は,文化的かつイデオ

ロギー的な現 象であることを指摘 している。

No one spoke. The men moved up to the bar and laid down their coins 

silently. They looked bewildered, for a system had fallen. (164)
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来た同時代の作家 にとっては,こ の現実は見えて来ないかも知れない。

白人女性が非白人男性 との交渉を持つ ということは,白 人男性社会 を震撚

させるに十分な事件であった。Amyの 行為は男性社会の中で作 られた女性の

clich6に 反抗するものであ り,彼女が意図 したと否 とにかかわ らず,自 らに加

えられた醜悪なる社会的 ・文化的暴力 に対抗する唯一一の有効 な手段だった。

何故なら,彼 女の行為 は,女 性 を"goodwomen"と"promiscuous"women

の二種類に分類 し,二 者をた くみに使い分けることによって,男 性中心の文

化 を維持 し,同 時に自らの行為のグロテスクさを糊塗 し続 けて来た社会の内

包する矛盾 を暴露するものだったか らである。
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